
深小学校上地区急傾斜地崩壊対策工事

一　　般　　質　　問

問
他
市
町
で
は
、
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
進
む

中
、
本
市
で
は
市
中
心
部
を

除
く
約
２
万
世
帯
に
情
報
通

信
格
差
が
生
じ
て
い
る
。
課

題
解
消
に
向
け
見
解
を
問

う
。

答
他
市
町
に
先
ん
じ
て
平

成
14
年
度
か
ら
国
が
定
め
る

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
要
件
を
満
た
し

て
お
り
、
市
内
の
情
報
通
信

格
差
の
是
正
は
実
現
し
て
い

る
。

　

現
在
、
通
信
機
器
を
順
次

更
新
し
て
お
り
、
令
和
10
年

度
前
半
に
は
、
市
内
全
域
で

１
ギ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ
（
ビ
ー
ピ
ー

エ
ス
）
の
通
信
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

問
❶
国
が
定
め
る
超
高
速

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

の
要
件
と
制
定
時
期
は
。

❷
政
府
は
地
域
活
性
化
策
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

に
沿
い
令
和
９
年
ま
で
に
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が

可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線

問
水
源
保
護
条
例
に
関
す

る
２
回
目
の
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は

「
本
気
で
市
民
の
命
と
健
康

を
守
る
条
例
を
」、「
立
地
規

制
型
条
例
が
不
可
能
と
は
市

の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
」

な
ど
厳
し
い
意
見
が
相
次
い

だ
。
条
例
で
は
水
源
保
護
地

域
を
指
定
し
、
規
制
対
象
と

し
て
産
廃
処
分
場
を
明
記
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
２
回
開
催
し
た
意
見
交

換
会
に
は
49
名
の
参
加
が
あ

り
、
立
地
規
制
や
抑
止
力
と

な
る
条
例
を
望
む
意
見
が
多

く
あ
り
、
有
識
者
を
含
め
た

審
議
会
の
設
置
を
求
め
る
意

見
も
あ
っ
た
。
立
地
規
制
型

の
条
例
に
は
実
効
性
や
関
係

法
令
と
の
整
合
性
な
ど
多
面

的
な
検
討
が
必
要
だ
。

問
市
長
は
意
見
交
換
会
で

「
目
的
は
一
つ
だ
。
水
源
を

守
る
た
め
の
条
例
を
作
る
」

と
答
え
た
が
、真
意
を
問
う
。

　

産
廃
事
業
者
と
本
市
と
の

事
前
協
議
お
よ
び
同
意
は
、

を
普
及
と
言
う
こ
と
だ
が
、

最
大
通
信
速
度
を
何
ｂ
ｐ
ｓ

と
認
識
し
、
ま
た
、
本
市
の

光
回
線
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
感

に
つ
い
て
。

❸
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
の

補
助
金
活
用
の
要
件
等
各
市

町
の
事
情
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
手
法
を
ど
の
よ
う
に
分
析

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
本

市
で
の
支
障
・
問
題
点
は
。

❹
統
合
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
活
用
見
込
、

ま
た
、
別
の
交
付
金

や
財
政
調
整
基
金
活

用
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。

答
❶
国
の
定
め
る

要
件
は
30
メ
ガ
ｂ
ｐ

ｓ
以
上
を
想
定
、
平

成
18
年
度
に
公
表
さ

れ
た
次
世
代
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
戦
略
２
０

１
０
に
示
さ
れ
、
現

在
も
要
件
は
変
更
な

い
。

❷
本
市
が
、
通
信
速

条
例
に
欠
か
せ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
議
員
や
市
民
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
真
摯
に
向

き
合
う
。
法
令
と
の
整
合
性

や
各
種
事
業
活
動
、
農
業
等

へ
の
影
響
も
あ
り
、
難
し
い

な
か
で
の
検
討
と
な
る
。

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

防
災
・
減
災
対
策
を

問
最
近
の
10
年
間
で
、
大

雨
特
別
警
報
級
の
豪
雨
は
７

倍
も
増
え
、
災
害
発
生
も
急

増
し
て
い
る
。

　

急
傾
斜
の
特
別
警
戒
区
域

数
と
区
域
内
の
人
家
の
数

は
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
工
事
が
必
要
な
２
６
８

箇
所
の
中
に
は
指
定
避
難
所

が
40
箇
所
あ
り
、
二
次
被
害

に
遭
い
か
ね
な
い
。
事
業
計

画
を
作
り
対
策
工
事
を
促
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

松
浜
２
工
区
の
埋
め
立
て

は
中
止
し
、
財
源
を
確
保
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

度
を
必
要
と
す
る
議
会
中
継

な
ど
、
大
手
動
画
配
信
サ
イ

ト
に
よ
る
動
画
再
生
の
推
奨

は
５
メ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ
で
あ
り
現

行
の
１
０
０
メ
ガ
ｂ
ｐ
ｓ
で

問
題
は
無
い
。
ま
た
、
令
和

２
年
度
に
情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
を
財
源
に
、
機
器
の

更
新
を
前
倒
し
遅
滞
な
く
対

応
中
。

❸
他
市
町
の
状
況
を
分
析
す

る
考
え
は
な
い
が
、
本
市
が

整
備
し
た
地
域
に
特
段
の
支

障
や
問
題
は
無
い
。

❹
今
後
、
新
た
な
交
付
金
の

詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
、
活

用
で
き
る
内
容
で
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
最
大
限
活
用
す

る
。

答
急
傾
斜
の
特
別
警
戒
区

域
は
１
８
３
９
箇
所
あ
り
、

区
域
内
に
人
家
は
２
９
５
８

戸
と
集
合
住
宅
が
66
棟
あ

る
。
学
校
な
ど
の
避
難
所
と

な
る
箇
所
を
中
心
に
40
箇
所

の
優
先
度
を
早
期
に
検
討

し
、
計
画
的
に
進
め
た
い
。

　

大
型
事
業
は
い
ず
れ
も
目

的
を
持
っ
て
進
め
て
お
り
、

止
め
ら
れ
な
い
重
要
な
事
業

で
あ
る
。
防
災
・
減
災
対
策

は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
危
険
箇
所
の
確
認
方
法

の
啓
発
や
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
作
成
の
取
り
組
み
を

進
め
、
確
実
な
避
難
行
動
の

実
践
に
つ
な
げ
た
い
。

情
報
通
信
格
差
に
向
け
た
取
り
組
み

立
地
規
制
型
の
水
源
保
護
条
例
を

光回線のイメージ

中な
か

迫さ
こ 

勇ゆ
う

三ぞ
う 

議
員

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員
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一　　般　　質　　問

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
等
の
不
具

合
の
発
生
状
況
と
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

答
令
和
３
年
度
の
故
障
発

生
状
況
は
、
端
末
６
，
９
３

２
台
中
、
有
償
修
理
が
57
件

で
無
償
修
理
が
64
件
の
合
計

１
２
１
件
。
電
源
制
御
、
充

電
機
能
、
キ
ー
ボ
ー
ド
へ
の

対
応
が
主
な
も
の
。

問
端
末
等
の
有
償
修
理
の

内
、
４
件
に
故
意
や
重
大
な

過
失
が
あ
っ
た
事
案
と
は
。

答
遊
ん
で
い
て
端
末
を
踏

ん
だ
、
犬
が
ア
ダ
プ
タ
ー
を

噛
ん
だ
、
ア
ダ
プ
タ
ー
を
紛

失
な
ど
３
件
が
家
庭
内
で
。

小
学
校
内
で
端
末
を
投
げ
た

事
案
が
１
件
で
あ
る
。

問
端
末
を
使
用
し
た
授
業

に
つ
い
て
、
教
育
現
場
か
ら

の
意
見
や
要
望
は
あ
る
か
。

答
教
職
員
は
、
ま
だ
十
分

使
い
慣
れ
て
い
な
い
、
リ
テ

ラ
シ
ー
が
追
い
つ
か
な
い
と

の
声
が
あ
り
、
基
礎
か
ら
学

ぶ
端
末
活
用
研
修
を
５
月
に

実
施
。
不
安
を
感
じ
た
り
能

問
国
の
「
女
性
デ
ジ
タ
ル

人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
就
労
に
直
結
す

る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
女
性
人
材
育
成
の
加

速
化
を
目
標
に
策
定
さ
れ

た
。
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
女

性
の
参
入
促
進
、
育
児
・
介

護
等
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事

が
で
き
な
い
女
性
も
柔
軟
な

働
き
方
で
デ
ジ
タ
ル
就
労
が

で
き
る
環
境
の
整
備
、
官
民

連
携
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
早
期
の
実
現
が
で
き

な
い
か
問
う
。

❶
令
和
３
年
12
月
定
例
会
で

こ
の
問
題
を
質
問
し
た
。
そ

れ
以
降
ど
の
よ
う
な
調
査
・

検
討
を
し
た
の
か
。

❷
「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
プ
ラ
ン
」
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
る
か
。

答
❶
長
野
県
塩
尻
市
や
民

間
事
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
好
き
な
時

間
に
安
心
し
て
働
け
る
仕
組

力
開
発
を
望
む
教
員
へ
の
研

修
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問
児
童
生
徒
を
対
象
に
し

た
端
末
活
用
状
況
把
握
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
端
末
を
利
用
す
る
授
業

は
楽
し
い
か
、
勉
強
が
よ
く

分
か
る
か
の
問
い
に
、
児
童

生
徒
い
ず
れ
も
、
肯
定
的
評

価
が
９
割
に
達
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

問
全
国
主
要
自
治
体
調
査

に
、
約
半
数
の
学
校
が
弊
害

と
し
て
学
習
と
関
係
な
い
サ

イ
ト
の
閲
覧
が

48
％
、
授
業
に

関
係
な
い
サ
イ

ト
の
閲
覧
が

41
％
あ
り
、
授

業
が
成
立
し
な

い
例
も
あ
る
。

ま
た
、
不
正
ア

ク
セ
ス
や
い
じ

め
も
多
発
し
て

い
る
。
本
市
の

実
態
と
弊
害
へ

み
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
人

材
育
成
か
ら
就
労
ま
で
が
一

貫
し
て
実
現
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
仕
組
み
の

構
築
に
は
様
々
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
引
き
続
き
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
か
ら
就

労
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
く
。

❷
こ
の
プ
ラ
ン
は
今
後
３
年

間
で
集
中
的
に
取
り
組
む
べ

き
重
要
政
策
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。
国
と
連
動
し
、
時

期
を
失
す
る
こ
と
な
く
積
極

的
に
取
り
組
み
、
女
性
が
好

き
な
時
間
に
安
心
し
て
働
け

る
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
た
多
様
な
働
き
方
の

実
現
を
図
っ
て
い
く
。

重
度
障
が
い
者
の
移

動
支
援
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
６
月
定
例
会

で
、
介
護
タ
ク
シ
ー
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
に
対
す

る
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
を

の
対
応
策
は
。

答
授
業
が
成
立
し
な
い
、

端
末
の
使
用
に
よ
る
い
じ
め

の
報
告
は
な
い
。
家
庭
で

は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
で
利

用
時
間
や
接
続
制
限
を
か

け
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
活
用
の
約

束
と
取
り
決
め
」
を
提
示
、

確
認
を
し
て
い
る
。

問
タ
イ
ピ
ン
グ
の
未
習
得

が
端
末
操
作
の
壁
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

答
小
学
校
３
年
生
で
学
習

す
る
ロ
ー
マ
字
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
習
得
は
欠
か
せ
な

い
。
端
末
の
活
用
に
よ
り
、

楽
し
み
な
が
ら
ロ
ー
マ
字
入

力
で
の
タ
イ
ピ
ン
グ
技
術
が

習
得
で
き
る
よ
う
に
、
キ
ー

ボ
ー
ド
入
力
練
習
サ
イ
ト
の

活
用
を
図
っ
て
い
る
。

提
案
し
た
。
そ
の
後
の
検
討

状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に

お
け
る
目
標
を
問
う
。

答
地
域
自
立
支
援
協
議
会

内
に
当
事
者
、
支
援
団
体
、

福
祉
専
門
職
、
行
政
な
ど
で

構
成
す
る
社
会
資
源
開
発
専

門
部
会
を
設
置
し
現
状
説
明

を
行
い
、
課
題
、
意
見
を
聴

取
し
た
。

　

年
内
に
は
移
動
支
援
が
必

要
と
さ
れ
る
重
度
障
が
い
者

の
範
囲
や
制
度
の
在
り
方
、

必
要
と
な
る
費
用
や
財
源
等

を
調
査
研
究
し
、
全
体
の
方

向
性
を
整
理
す
る
。

■
こ
の
ほ
か
の
質
問
事
項

● 

育
児
・
子
育
て
世
帯
に

訪
問
支
援
を

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
と
現
状

女
性
の
活
躍
・
人
材
育
成
に
つ
い
て

德と
く

重し
げ 

政ま
さ

時と
き 

議
員

萩は
ぎ　

 

由ゆ

美み

子こ 

議
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一　　般　　質　　問

問
本
市
で
は
令
和
３
年
度

に
経
済
循
環
調
査
事
業
を
行

な
っ
て
お
り
、
経
済
波
及
効

果
の
高
い
産
業
や
、
雇
用
を

支
え
て
い
る
産
業
な
ど
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
、
企
業

に
よ
る
市
内
で
の
投
資
や
地

域
内
調
達
、
市
民
の
市
内
消

費
な
ど
、
市
内
の
経
済
循
環

を
促
す
取
り
組
み
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次

の
２
点
に
つ
い
て
問
う
。

❶
地
域
経
済
の
特
徴
及
び
規

模
な
ど
、
本
市
の
現
状
に
つ

い
て

❷
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向

性
に
つ
い
て

答
❶
本
市
に
は
様
々
な
企

業
が
立
地
・
操
業
さ
れ
て
い

る
。
就
業
者
数
や
出
荷
額
な

ど
の
面
で
は
、
輸
送
用
機
械

や
生
産
用
機
械
の
器
具
製
造

に
代
表
さ
れ
る
製
造
業
の
割

合
が
高
く
、
稼
ぐ
力
も
高

い
。
ま
た
、
医
療
や
社
会
福

祉
・
介
護
事
業
に
お
い
て
、

多
く
の
雇
用
を
受
け
入
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
平
成
30

年
度
の
市
内
総
生
産
は
、
県

内
６
番
目
の
３
，
９
２
１
億

円
で
、
収
支
は
２
３
３
億
円

の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
の
人
口
減
少
と

相
ま
っ
て
就
業
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
第
一
次
・
第

二
次
産
業
で
減
少
率
が
高

い
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
や
広

告
業
は
集
積
度
が
低
く
、
こ

れ
ら
の
業
務
の
発
注
に
よ
っ

て
資
金
が
市
外
へ
流

出
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
回
の
調
査
業

務
を
通
じ
て
、
次
の

「
３
つ
の
視
点
」
が

確
認
で
き
た
。
①
原

材
料
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
市
外
か
ら
調
達

す
る
傾
向
が
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
等
に
伴
っ
て
、

生
産
品
を
出
荷
す
る

際
の
輸
送
コ
ス
ト
が

経
営
を
圧
迫
し
つ
つ

あ
る
。
③
デ
ジ
タ
ル

や
グ
リ
ー
ン
と
い
っ
た
社
会

環
境
の
変
化
に
応
じ
た
人

的
・
物
的
投
資
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
企
業
が
あ
る
。

❷
先
の
視
点
も
踏
ま
え
た
今

後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

は
、
市
内
の
多
く
の
業
種
に

お
い
て
市
内
調
達
へ
の
切
り

替
え
を
促
す
こ
と
や
、
出
荷

や
販
路
の
開
拓
・
拡
大
を
支

援
し
て
外
か
ら
の
稼
ぎ
を
増

や
す
こ
と
、
企
業
の
成
長
に

向
け
た
投
資
を
促
進
・
支
援

す
る
こ
と
で
、
市
内
の
産
業

振
興
や
経
済
の
好
循
環
を
生

み
出
し
た
い
。
そ
れ
ら
を
経

済
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

経
済
を
元
気
に
す
る
３
つ
の
視
点

住す
み

田だ 　

誠ま
こ
と 

議
員

～議長会表彰～
　永年にわたり地方自治の発展と振興に
貢献した功績により、２人の議員が表彰
を受けました。

災害発生時、市議会の対応は？

災害時対応訓練を実施（５月23日）

■全国市議会議長会
　　特別表彰（議員歴35年以上）

寺田 元子 議員

　本市議会では、平成30年の７月豪雨災害を教訓として、災害時対応要領を定め、災害の種別ごとに本市議
会のとるべき対応を明記しています。
　毎年、梅雨時期を前に災害時対応訓練を行っており、要領に沿った初動期の動きや、災害時に設置する連
絡会議について、議員は実際にタブレット等を使って、状況報告をするなど、一連の流れを確認しました。
　訓練後には、災害時の対応の仕方について議員全員で確認しあい、災害対応に備えました。

■中国市議会議長会
　　特別表彰（市議会正副議長６年以上）

　仁ノ岡 範之 議員

議員研修会を開催しました！
　本市議会では、本会議における一般質問・総括質問など質問能力
向上を図るため、５月13日に地方議員研究会 総括コンサルタント 
川本 達志さんを講師に迎え、『役所を動かす質問・質疑の仕方』を
テーマに議員研修会を開催しました。
　この研修会では、一般質
問や質疑の定義、実際に役
所が動いた質問のポイント
や良い質問の３つの要件な
ど、本市の資料を事例に講
演を受け、“正しい質問・質
疑は正しい未来を創る”こと
を学びました。

参考：枝廣淳子著「地元経済を創りなおす」
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